
ゴールをめざして飛べ！

　ベビールームの子ども達

が小春日和にボール遊び。

いよいよ学童達は３学期。

この春、幼小中高を卒園･

卒業する子どもはぜんぶで

１０人。あたらしい年がは

じまりました。

社会福祉法人栄光会

春を迎えて

 育児相談窓口
児童家庭支援センター

わかくさ
でんわ (0880)

33-0258 　      
24 時間 365 日
相談料無料

（通話料はかかります）

現在入所児童数３４／暫定定員３８／入所定員４８　　　　　題字：西 久子初代園長（若草園創立 1957[S32].7.1）

　大寒を過ぎ、寒さが一番厳しい時期となりました。皆様いかがおすごしでしょうか。

昨年末にはクリスマスプレゼントやご寄付をたくさん頂き各ホームそれぞれに外食や食事

会など楽しくすごす事ができました。心より感謝申し上げます。年が明け今年度もあと残

りわずかとなりました。この春には高校受験を控えた子どもが 2名、高校を卒業し就職・

進学と自立していく子どもが 6 名おります。子ども達皆が笑顔で春を迎えられるように、

あわただしい中でも一日一日を大切に共に過ごしていきたいと思っています。

　若草園には具同と平野に 2 つのグループホームがあります。私は若草園に就職して

12 年目となりますが、前年度まで具同ホームを担当し今年度からは 2 カ所のグループ

ホームをサポートする役割をさせてもらっています。児童養護施設は、その建物の大き

さや子どもの人数から、学校とも異なるけれど地域の家庭とも異なる場所として、良い

意味も悪い意味も含めて特別な存在感があるように思います。しかし施設の建物が地域

の住宅地にある普通の民家であったならその特別な存在感が薄れ、近隣の皆さまともな

じみやすくなります。学校のお友達が日常的に遊びにきてくれたりもします。地域の方々

が施設を身近に感じられたら、施設の役割やそこで暮らす子ども達への理解がより深め

られることに繋がります。若草園が今まで以上に地域に溶け込んだ存在になれることへ

のきっかけとなれるようにと願っています。

　本年も皆さまからのご支援ご厚情を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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若 草 園

の 　 様

ま ど 子

11.25 文庫の整備完了

「若草園を支える会」会報にてボラ

ンティアを募集したところ３名が来

て下さり、会長と職員２人を加えた

６人で「若草園を支える会文庫」を

整備しました。これからも定期的に

みなさまの御協力を得ながら維持し

ていきたいと思います。

12.16 クリスマスキャロル

お世話になっているお宅を下田と

中村のふた手に分かれて、クリス

マスの喜びの讃美歌にのせて訪問

しました。

　

前
号
に
て
若
草
園
の
子
ど
も
が
園
舎
を
撮
影
し
た
写
真
を

掲
載
し
ま
し
た
が
「
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
デ
ジ
カ
メ

を
も
ら
っ
た
」
と
の
事
で
、
た
く
さ
ん
の
写
真
を
投
稿
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
～
８
月
２
日
、
若
草
園
が

加
盟
し
て
い
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
児

童
福
祉
連
盟
主
催
の
「
第
２
回
高
校
生

ト
ロ
ン
ト
交
流
会
」
に
児
童
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
前
回
か
ら
２
年
ぶ
り
の

開
催
で
、
今
回
で
こ
の
交
流
会
は
完
結

し
ま
し
た
。
本
紙
第
35
号
で
前
回
の
内

容
を
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

間
に
日
本
の
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
て
意
義
深
い
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
に
採
択
さ
れ
た
国
連
子
ど

も
の
権
利
条
約
に
日
本
は
１
９
９
４
年

に
批
准
し
ま
し
た
が
、
去
年
の
児
童
福

祉
法
改
定
で
条
文
に
そ
の
内
容
が
織
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
権
利
擁
護
先
進
国
で

あ
る
カ
ナ
ダ
で
研
修
を
行
う
事
は
意
義

深
い
事
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
生
が

カ
ナ
ダ
研
修
へ

1 車窓からの景色

2 柏島の雲の光

3 柏島にかかる橋

4 四万十川の夕日

5 下田中学校の鯉

6 若草園の夕日

12.23　クリスマス礼拝と祝会

キリスト教系施設である若草園では

クリスマスを盛大にお祝いします。

地域の方々からケーキの差し入れが

あり、華が添えられました。

③

11.15 七五三

おめかしして下田小学校の向かい

にある貴船神社へお参りにいきま

した。

結った髪はこのとおり ↑　

　

今
回
の
目
玉
は
何
と
言
っ
て
も
オ
ン

タ
リ
オ
州
議
事
堂
に
て
子
ど
も
達
が
公

聴
会
を
再
現
し
た
こ
と
で
す
（
←

左
上

の
報
告
書
下
部
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
パ

ノ
ラ
マ
写
真
が
そ
の
様
子
で
す
）
。
討
議

内
容
は
①
施
設
職
員
の
一
貫
性
の
な
い

対
応
に
つ
い
て
、
②
携
帯
電
話
夜
11
時

以
降
使
用
禁
止
ル
ー
ル
の
是
非
に
つ
い

て
等
、
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
国
内
に
て
10
泊
11
日
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
有
り
の
充
実
し
た
内
容
で
し

た
。
全
体
で
は
全
国
の
加
盟
施
設
か
ら

子
ど
も
13
人
ス

タ
ッ
フ
６
人
通

訳
１
人
が
参
加

し
、

総

事

業

費

は
７
８
２
万
円

で
し
た
。

ト
ロ
ン
ト
市
庁
舎
前
の
人
気
ス

ポ
ッ
ト
に
て
↑

↓
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

投
稿
＠

写
真
集

1    2

    　 3

4   5  6

②

10.31

近年、日本でも定着した秋の収穫

を祝うハロウィンですが、若草園

でも楽しみました。

カボチャのお化けづくり→

↓ベビーの仮装

ハ ロ ウ
ィ ン  ｺ ｰ ﾅ ｰ12.5 干し柿づくり

渋柿がたくさん寄付

されたので子ども

達と干し柿にしまし

た。いい感じに出来

てきました。

←子ども達に図書

カードのプレゼント

があり、文庫整備と

共に本が充実しまし

た。ありがとうござ

います。

1.13 ブリの差し入れ

漁業に従事する卒園

生の津野直樹さんが

在園生に食べさせよ

うと、子ども達の前

で解体ショーをして

くれました。



●
▲
■ 

子
ど
も
達
の
総
合
学
習 

■
▼
●

も う す ぐ 卒 園 式 で す

④

　は、児童養護施設、自立援

助ホーム、ファミリーホーム、里親家庭を退所し、

自立生活をしている方をサポートします。お気軽に

ご相談ください。

Tel (090)5912-1785
専門相談員　岡崎光子

9:00 ～ 17:00（緊急の場合は 24時間対応します）

<< 無料 >> 　（通話料はかかります）　

　まもなく若草園の「卒園式」があります。卒園式は例年３月中旬に行われます。今

年は３月１０日（土）に決まりました。卒園式とは、若草園で生活をしてきた主に高等学校を卒業した子どもが、

進学や就職など進路が定まり、その子どもを社会生活へと送り出すセレモニーです。日程はそれぞれの子どもの

時間を縫うように決定されます。

　児童養護施設 若草園は児童福祉法に基づいて運営されておりますが、原則として１８歳までがここで生活でき

ます。１８歳という年齢の上限は「児童」の法的な定義によるものです。今までも高校在学中など理由がある場

合は２０歳まで延長する事は可能でした。これを→　 →措
そ ち

置延長と呼びます。法律の条文上やむを

得ないのですが、これは満１８歳になった時点 での判断ですので、多くの高校生は在学中に

１８歳の誕生日を迎え、ほぼ全員に措置延 長の手続きが必要です。ここは何とかならな

いかと感じる部分です。そこには変化がな いのですが、今年度、措置延長が２２歳にま

で拡大されました。この事はとても大きな進 歩です。今回の改正で２２歳という上限は「原則

２２歳に達する日の属する年度の末日まで」と なっていますので、大学を卒業するまでは今回の改正で

対応できることになりました。しかし、留年してしまった場合など、まだ万全であるとは言えません。

　たとえばドイツの場合、日本の児童福祉法に代わる法律は「児童・青少年援助法」です。それによると児童・

青少年の定義は「児童 14 歳未満、青少年 14 歳～ 18 歳未満、若い成人 18 歳～ 27 歳未満」となっており、１つ

の法律で社会生活をはじめる青年全体を支援する形になっています。

ドイツの人口は約 8200 万人（日本は約１億 2000 万人）で、定員 5

～ 200 人の児童養護施設約 2200 個所（日本は約 600 個所）で 18

歳以下の約 7万人（日本は約 3万人）が生活し、約 6.5 万人が里

親の手に委ねられています（日本は約 6千人）。

　国によって文化や制度の違いもありますが、日本の子ども達もより

よい社会保障制度の中で生活が出来るようにと願っています。

　

近
年
、
小
学
校
の
学
習
は
よ
り
よ
く
問
題
解
決
す
る
能
力

を
養
う
観
点
か
ら
総
合
学
習
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

元
紙
高
知
新
聞
に
は
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
場
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
時
々
、
若
草
園
の
子
ど
も
も
登
場
し
て
、
私
た
ち
職

員
は
喜
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
先
日
「
レ
ッ
ツ
！

五
・
七
・
五
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
も
、
左
の
句
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
田
小
学
校
玄
関
に
は
地
元
の
偉
人
が
紹
介
さ
れ
た
石
碑

が
あ
り
ま
す
。
保
育
の
父
・
佐
竹
音
次
郎
も
約
10
年
前
に
竹

島
小
学
校
の
総
合
学
習
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
顕

彰
活
動
の
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
や
が
て
こ
の
石
碑

に
名
前
が
刻
ま
れ
る
子
ど

も
が
起
こ
り
ま
す
よ
う
に
。

さ
る
に
な
り
マ
ス
ト
登
っ
た
運
動
会

編
集
後
記　
　?

　

社
会
福
祉
法
人
の
運
営
を
透
明
化
す
る
目
的
で
情
報
公
開
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
若
草
園
も
数
年
前
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
て
基
本
理
念
や
決
算
を
掲
載

し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
点
は
連
続
し
た
情
報
を
簡
単
に
手
に
入
れ
、
扱
う

事
が
出
来
る
こ
と
に
あ
る
。
今
号
か
ら
ア
ド
レ
ス
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
も
表
示
し
た
。
▼

こ
の
機
関
誌
も
電
子
版
と
し
て
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
並
ん
だ
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
見
れ
ば
、
若
草
園
60
年
の
移
ろ
い
を
色
濃
く
感
じ
る
。
▼
今
回
の
記
事
で
は
、
２

回
目
と
な
っ
た
ト
ロ
ン
ト
研
修
や
、
園
児
の
写
真
投
稿
な
ど
続
き
モ
ノ
が
重
な
っ
た
。

ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
追
跡
し
て
振
り
返
っ
て
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

よ
り
内
容
が
深
ま
る
。
▼
特
に
２
面
「
若
草
園
の
様
子
・
ま
ど
」
で
紹
介
し
た
「
天
然

ブ
リ
の
差
し
入
れ
」
の
記
事
で
は
、
こ
の
卒
園
生
が
小
学
生
の
頃
の
作
文
を
№
６
と
№

10
で
見
る
事
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
漁
の
話
題
だ
っ
た
。
成
長
を
感
じ
る
。
数
字
ば
か

り
の
ネ
ッ
ト
検
索
で
は
な
く
、
本
来
は
こ
の
情
報
こ
そ
、
本
当
に
お
伝
え
し
た
い
中
身

で
あ
る
。
▼
１
面
に
も
あ
る
が
、
３
月
に
卒
業
・
卒
園
す
る
子
ど
も
は
10
人
。
そ
の
中

の
６
人
は
若
草
園
を
巣
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
、
学
業
へ
と
就
く
事
に
な
る
。（
せ
と
）

↑去年（H29.3.25）の卒園式


